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０１

紺色ポロシャツの導入

担当：佐藤穂乃香



白色ポロシャツは

華美でないもの
であれば可。

特に学校指定のもの

はない。

現行の校則 生徒会の提案

白色ポロシャツと

同様に、

紺色ポロシャツ
の着用も可



紺色のポロシャツを許可した場合のメリット

①アンケートで多くの生徒が改定してほしい理由      

   として挙げていた夏の暑さが軽減される。
→授業により集中して取り組むことができる。

②女子も安心してポロシャツを着用できる。
→全生徒が安心して過ごせる環境にできる。



紺色のポロシャツを許可した場合のデメリット

　
紺色ポロシャツを購入する家庭への経済的負担が増す。

➡白色ポロシャツと同様に市販のものも許可

経済的負担が軽減



紺色ポロシャツ着用が許可された場合

制服 紺色
ポロシャツ

夏季の服装の選択肢が増えることにより、
　　①女子生徒の肌着等が透けない
　　②家庭での洗濯負担が減る
　　③服の汚れが目立たない

白色
ポロシャツ



０２

夏のジャージ登校可

担当：牛坂文音



ジャージ登校期間中

以外は

ジャージ登校不可

現行の校則 生徒会の提案

ジャージ登校期間を

延長して

冬の衣替え期間
まで認める



【ジャージ登校のメリット】

①通気性が高く、熱中症予防になる

②洗濯がしやすく、衛生的である

③体育、部活へスムーズに移行できる

④動きやすく、快適に生活できる



【ジャージのみでの登校のデメリット】

ジャージのみでの登校が毎日だと洗濯が間に合わない

（雨・汗・汚れ ）→（ 乾かない） → 翌日も同じジャージ

衛生面の問題
ニオイ、肌トラブル

経済的な負担
追加購入は家庭に
よって負担が大きい

メリハリが
なくなる

制服とジャージの
境目がなくなる



【ジャージ登校のデメリットの解決方法】

ジャージ登校が毎日だと洗濯が間に合わない

制服との併用を認める
選択肢が広がる



【ジャージ登校のデメリットの解決方法】

制服とジャージとの境目がなくなってメリハリがなくなる

全生徒が集まるような
集会では制服着用

やるときはやる



０３

カーディガンの導入

担当：富澤悠里江



・指定のベスト

・指定に準ずるベスト

・セーター

　（白・紺・灰・黒）

　は着用可

現行の校則 生徒会の提案

セーターと同様に

カーディガン
（白・紺・灰・黒）

を導入したい。



保護者アンケート結果

86.1％
の保護者が賛成



①セーターより脱ぎやすい

②体温調節がしやすい

カーディガンのメリット〜アンケート〜

③ブレザーより洗濯しやすい

④メガネなどを気にせずに脱ぎやすい

⑤駄目な理由が不明



①着方をアレンジする人がいる

②落とし物が増える

④派手なのを着てくる人がいる

⑤セーターがあるから、必要性は…

③ボタンを留めない生徒が増える

カーディガンのデメリット〜アンケート〜



期間 冬服着用期間

色 華美でないもの（白・紺・灰・黒）

ロゴ ワンポイントまで

丈 腰丈・オーバーサイズ不可

その他 パーカータイプ不可

⚠注意点 ・名前を書く
・ボタンをしめる
・腰に巻かない
・貸し借り禁止

カーディガンのルール



０４
教室外での

ジャージ着用可
担当：藤井一輔



教室内でのジャージ着用

は認められているが、

教室外でのジャージ

着用は認められていない

校内のみ

ジャージ着用を可

校外でのジャージ着用

は認めない。

現行の校則 私たちの提案



①教室の移動の際に脱ぐ手間を省ける

②通気性も保ちながら、暖かく過ごせる

③校庭で遊ぶ際に制服を汚さなくて済む

教室外でのジャージ着用メリット



ジャージと制服の境界線が曖昧になり、メリハリがなくなる

明確なルールを設ける

教室外でのジャージ着用デメリット



教室以外でのジャージ着用ルール

❶ 使用可能
場所・時間

❷ 身だしなみ

・校庭を含む校内（廊下など）
　(校外の登下校時不可)

・全生徒が集まる集会のとき
　の着用不可

・チャックは閉める

・ダウンなどの上着の着用不可



質疑応答


